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書評

　『がん診療レジデントマニュア

ル』は，オンコロジストのバイブ

ルである―。

　なんていうのは間違いである。

本書がバイブルであってはならな

い。でも，オンコロジストをめざ

す若手医師が，なにか 1 冊，白衣

のポケットに入れておくとすれ

ば，本書であろう。

　バイブルではないが，役に立つ。

役に立つが，書いてあることをた

だ信じてしまうのは，本書の正し

い読み方ではない。

　バイブルは書かれてから何千年

たとうとも，信じる人にとっての

「絶対的真理」を常に示してくれる

が，医学書はどんなに権威があろ

うとも，活字になった時点ですで

に「過去の情報」である。それは，

新しいエビデンスが日々標準治療

を書き換えていく EBM の時代に

あってはやむを得ない。そもそも

最先端の最高レベルのエビデンス

であっても，「現時点での相対的な

事実」にすぎないのであって，「絶

対的真理」はどこにもない。

　それでも，オンコロジストは持

てる限りの力を尽くして，がん患

者に向き合わなければならない。

次々と生じる「臨床上の疑問」に

直面しながらも，迷える患者の道

案内役となり，チーム医療のかじ

取り役とならなければならない。

そんなオンコロジストの強い味方

が，本書である。簡単な疑問であ

れば，本書で当座の答えがみつか

るかもしれない。ただ，そのため

だけに本書を持ち歩くのは，肩こ

りが悪化するリスクも考慮すれば

推奨できない。本書の真の存在意

義は，活字の裏にある著者（国立

がん研究センターの内科レジデン

ト）たちの想いや迷い，あるいは

この本をきっかけに広がる EBM 

の世界にあると，私は思っている。

　本書では，治療法の信頼度を★

の数（1～3 個）で示しているが，こ

の★の付け方や，説明文のニュア

ンスには，著者たちの想いや迷い

が読み取れる。★にこめられた重

さが伝わってくるというのは，星

の重さが年々軽くなっていると言

われる「ミシュランガイド」とは

大きく違う点である。若手医師の

皆さんには，同世代のレジデント

たちが，日々の疑問と向き合い，

エビデンスと格闘しながら書き上

げた本書のページをめくって，そ

こから疑問解決の糸口を見つけて

いただきたい。疑問は解決しない

ことのほうが多いし，本書だけで

疑問が解決してしまったような場

合は，その答えを疑ったほうが良

いかもしれない。むしろ大事なの

は，本書のページの裏側にある広

大な「エビデンス」の海に自ら飛

び込むことであろう。エビデンス

が十分でなくても意思決定はしな

ければならないが，そんなときに

こそ，本書で読み取れる「迷い」

が役に立つ。

　本書は 1997 年に第 1 版が刊行

されて以降，レジデントが執筆す

るという伝統を守りながら，3 年

ごとに改訂を繰り返し，第 5 版と

なった。実際に執筆したレジデン

トに聞くと，「研修の集大成として

これ以上ない貴重な経験ができ

た」という声もあった。最先端の

情報という点ではインターネット

にかなわないし，今どき，紙媒体

を持ち歩くこと自体が時代遅れな

のかもしれないが，それでも，「レ

ジデントの情熱」が詰まった本書

は，（肩こりが悪化しようとも）

白衣のポケットに入れておく価値

がある。
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